
(57)【要約】

【課題】トランスを複数の小型又は中型のトランスに分

割して相互に接続することによって大型トランスと同等

の大電力用のトランスを得て放電管用インバータ回路を

実現する。

【解決手段】磁気的に連続した中心コアと、一次巻線と

、分布定数性の二次巻線とを有するトランスの、該二次

巻線側に生じる漏れインダクタンスと二次巻線分布容量

と、近接導体に近接した放電管の周辺に生じる寄生容量

との間で共振回路の一部を構成し、該共振回路が共振す

ることにより、該二次巻線は、該一次巻線と磁気位相が

近接し、該一次巻線下で生じた磁束の多くが貫入する磁

気的に密結合した該一次巻線近傍の密結合部分と、該一

次巻線下の磁気位相に対して位相が遅延し、該一次巻線

下で生じた磁束の多くが漏洩する、磁気的に疎結合した

該一次巻線から離れた疎結合部分とを有する漏洩磁束型

の昇圧トランスを複数有し、複数の放電管を並列点灯す

る。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  磁 気 的 に 連 続 し た 中 心 コ ア と 、 一 次 巻 線 と 、 分 布 定 数 性 の 二 次 巻 線 と を 有 す る ト ラ ン ス
の 、 該 二 次 巻 線 側 に 生 じ る 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス と 二 次 巻 線 分 布 容 量 と 、 近 接 導 体 に 近 接 し
た 放 電 管 の 周 辺 に 生 じ る 寄 生 容 量 と の 間 で 共 振 回 路 の 一 部 を 構 成 し 、 該 共 振 回 路 が 共 振 す
る こ と に よ り 、 該 二 次 巻 線 は 、 該 一 次 巻 線 と 磁 気 位 相 が 近 接 し 、 該 一 次 巻 線 下 で 生 じ た 磁
束 の 多 く が 貫 入 す る 磁 気 的 に 密 結 合 し た 該 一 次 巻 線 近 傍 の 密 結 合 部 分 と 、 該 一 次 巻 線 下 の
磁 気 位 相 に 対 し て 位 相 が 遅 延 し 、 該 一 次 巻 線 下 で 生 じ た 磁 束 の 多 く が 漏 洩 す る 、 磁 気 的 に
疎 結 合 し た 該 一 次 巻 線 か ら 離 れ た 疎 結 合 部 分 と を 有 す る 漏 洩 磁 束 型 の 昇 圧 ト ラ ン ス を 複 数
有 し 、 複 数 の 放 電 管 を 並 列 点 灯 す る こ と を 特 徴 と す る 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 分 布 定 数 性 の 二 次 巻 線 が 有 す る 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と 該 放 電 管 の 有 す る イ ン ピ ー ダ
ン ス と を 整 合 さ せ る こ と に よ り 、 該 分 布 定 数 性 の 二 次 巻 線 に 生 じ る 定 在 波 を 低 減 さ せ る 請
求 項 １ 記 載 の 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 昇 圧 ト ラ ン ス の 該 コ ア が 断 面 積 に 比 較 し て 磁 路 が 短 い 形 状 の 昇 圧 ト ラ ン ス で あ る こ
と を 特 徴 と し 、 二 次 巻 線 の 巻 数 を 多 く す る こ と に よ っ て 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 値 を 大 き く し
た 、 請 求 項 １ 或 い は 請 求 項 ２ 記 載 の 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ の 該 昇 圧 ト ラ ン ス の 二 次 側 巻 線 を そ れ ぞ れ 並 列 に 接 続 し て な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 或 い は 請 求 項 ２ の 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ４ の 該 昇 圧 ト ラ ン ス の 二 次 側 巻 線 を 斜 め 巻 き と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 或 い は 請 求 項 ２ の 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 陰 極 蛍 光 管 、 外 部 電 極 冷 陰 極 管 、 ネ オ ン 灯 な ど の 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路
及 び そ れ ら の 放 電 灯 を 多 数 用 い て 発 光 す る 電 力 の 大 き な 面 光 源 装 置 用 イ ン バ ー タ 回 路 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  近 年 、 液 晶 テ レ ビ ジ ョ ン 用 の バ ッ ク ラ イ ト な ど の 面 光 源 に は 多 く の 冷 陰 極 管 が 使 用 さ れ
る よ う に な り 、 こ れ に 伴 い 電 力 容 量 の 大 き な イ ン バ ー タ 回 路 が 求 め ら れ る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 力 容 量 の 大 き な イ ン バ ー タ 回 路 は 一 般 に 昇 圧 ト ラ ン ス と そ の 駆 動 回 路 を 大 型 化 す る こ
と に よ り 実 現 で き る と さ れ る が 、 電 力 容 量 の 大 き な イ ン バ ー タ 回 路 に お い て は わ ず か な 電
力 ロ ス で あ っ て も 大 き な 発 熱 に つ な が る た め 、 効 率 の 良 い イ ン バ ー タ 回 路 が 求 め ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 効 率 の 良 い イ ン バ ー タ 回 路 と し て は 、 昇 圧 ト ラ ン ス の 二 次 側 回 路 を 共 振 さ せ る こ と に よ
っ て 一 次 巻 線 に 流 れ る 励 磁 電 流 が 減 り 、 力 率 が 改 善 さ れ る 効 果 を 利 用 し た 漏 洩 磁 束 型 イ ン
バ ー タ 回 路 が 本 発 明 の 発 明 者 に よ り 特 許 第 ２ ７ ３ ３ ８ １ ７ 号 と し て 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 、 こ れ ら の 回 路 は ノ ー ト パ ソ コ ン 用 の イ ン バ ー タ 回 路 と し て 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 小
型 化 、 高 効 率 化 の 目 的 で 採 用 さ れ て い る も の で あ っ た が 、 こ れ ら ノ ー ト パ ソ コ ン 用 の イ ン
バ ー タ 回 路 は 冷 陰 極 管 一 本 に つ き 、 一 つ の 漏 洩 磁 束 性 ト ラ ン ス と 二 次 側 の 共 振 回 路 を 必 要
と す る も の で あ っ た 。 ま た 、 そ の 電 力 も 最 大 で ５ W程 度 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 液 晶 テ レ ビ ジ ョ ン 用 の バ ッ ク ラ イ ト な ど の 面 光 源 に お い て は 多 数 の 冷 陰 極 管 が 用
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い ら れ て お り 、 イ ン バ ー タ 回 路 も こ れ に 伴 っ て 大 電 力 化 を 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 電 力 容 量 の 大 き な 多 灯 面 光 源 用 の イ ン バ ー タ 回 路 は 多 数 提 案 さ れ て い る が 、 従 来 の イ ン
バ ー タ 回 路 に 多 用 さ れ て い た コ レ ク タ 共 振 型 回 路 を 多 数 並 べ た も の も 多 い 。 ま た 、 こ れ ら
の 例 で は イ ン バ ー タ 回 路 全 体 の コ ス ト を 低 減 す る た め に 、 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う な 冷 陰
極 管 二 本 あ た り に 一 つ の 小 型 漏 洩 磁 束 型 ト ラ ン ス を 配 置 し て い る 例 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 方 、 高 効 率 を 追 求 す る 場 合 に は 、 特 許 第 ２ ７ ３ ３ ８ １ ７ 号 特 許 公 報 で 示 さ れ て い る よ
う に 、 二 次 側 回 路 を 共 振 さ せ る こ と が 有 効 で あ る が 、 コ レ ク タ 共 振 型 回 路 は 一 次 巻 線 側 回
路 に も 共 振 回 路 が あ る の で 、 こ れ ら の 双 方 の 共 振 回 路 が 干 渉 す る た め に 回 路 定 数 の 調 整 が
非 常 に 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 コ レ ク タ 共 振 型 回 路 の 原 理 と し て 、 一 次 巻 線 に 流 れ る 励 磁 電 流 を 一 次 側 の 共 振 回
路 の 共 振 電 流 と し て 利 用 し て い る の で 、 コ レ ク タ 共 振 型 回 路 に よ り 特 許 第 ２ ７ ３ ３ ８ １ ７
号 発 明 を 実 現 し よ う と し た 場 合 、 力 率 の 改 善 効 果 を あ る 程 度 ま で し か 利 用 す る こ と が で き
な い 。 こ の た め 、 励 磁 電 流 を 究 極 的 に 減 ら す こ と の で き る 他 励 型 回 路 な ど も 多 用 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 い ず れ に し て も 、 こ れ ら の イ ン バ ー タ 回 路 は 、 ノ ー ト パ ソ コ ン 用 な ど で
用 い ら れ て い た 小 型 高 効 率 イ ン バ ー タ 回 路 を そ の ま ま 冷 陰 極 管 の 本 数 に 比 例 し て 多 数 配 置
し た に 過 ぎ な い も の で あ り 、 イ ン バ ー タ 回 路 は 煩 雑 な も の と な っ て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
  電 力 容 量 の 大 き な 面 光 源 用 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て 、 回 路 上 最 も コ ス ト を 要 し て い る の
は 昇 圧 ト ラ ン ス と 駆 動 回 路 で あ り 、 多 数 の 昇 圧 ト ラ ン ス と 駆 動 回 路 を 使 用 せ ざ る を 得 な い
こ と が イ ン バ ー タ 回 路 全 体 の コ ス ト を 押 し 上 げ る 原 因 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 の 該 昇 圧 ト ラ ン ス を 大 電 力 化 す る こ と に よ り 、 昇 圧 ト
ラ ン ス と 駆 動 回 路 の 個 数 を 減 ら し て イ ン バ ー タ 回 路 の ロ ー コ ス ト 化 を 実 現 す る 必 要 が あ る
が 、 反 面 、 冷 陰 極 管 は 並 列 駆 動 が 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ は 、 冷 陰 極 管 に は 電 流 が 増 え る と 電 圧 が 下 が る と い う 負 性 抵 抗 特 性 が あ り 、 冷 陰 極
管 を 並 列 駆 動 し よ う と し て も 、 並 列 に 接 続 さ れ た う ち の 一 本 の 冷 陰 極 管 が 点 灯 す る と 、 最
初 に 点 灯 し た 一 本 の 冷 陰 極 管 が 並 列 に 接 続 さ れ た 他 の 冷 陰 極 管 の 管 電 圧 も 低 く し て し ま う
と こ ろ か ら 、 最 初 に 点 灯 し た 一 本 以 外 の 冷 陰 極 管 は 全 て 不 点 灯 に な っ て し ま う 現 象 が 起 き
る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 課 題 に 関 し て は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 多 数 の 冷 陰 極 管 を 安 定 し て 並 列 駆 動
す る 手 法 を 本 発 明 の 発 明 者 が 既 に 提 案 し て お り 、 ま た 、 外 部 電 極 冷 陰 極 管 （ EEFL） な ど の
並 列 点 灯 可 能 な 冷 陰 極 管 も 提 唱 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 多 数 の 冷 陰 極 管 の 並 列 駆 動 が 可 能 に な る と 、 そ れ ら を 駆 動 す る た め の 大 電 力 の 昇
圧 ト ラ ン ス が 必 要 と な っ て く る 。 冷 陰 極 管 の よ う に 高 電 圧 を 必 要 と す る 放 電 管 用 の イ ン バ
ー タ 回 路 に お い て は 昇 圧 ト ラ ン ス の 大 電 力 化 は 以 下 に 述 べ る 理 由 に よ り 非 常 に 難 し い も の
と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま ず 、 昇 圧 ト ラ ン ス を 大 電 力 化 す る と 、 ト ラ ン ス 形 状 は 大 型 化 せ ざ る を 得 な い 。 こ こ で
厚 み が 増 え て い く こ と は も ち ろ ん で あ る が 、 液 晶 用 の バ ッ ク ラ イ ト に お い て は 小 型 化 と 共
に 、 特 に 、 薄 型 化 が 求 め ら れ る た め 、 あ ま り 厚 み の あ る 形 状 に は で き な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し な が ら 、 ト ラ ン ス の パ ラ メ ー タ に は 形 状 が 大 き く 作 用 し 、 磁 路 の 断 面 積 と 磁 路 の
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長 さ の 関 係 は 一 定 の 比 率 を 維 持 し な け れ ば な ら な い の で 形 状 を あ ま り 自 由 に は で き な い 。
特 に 、 薄 型 化 を 追 求 す る と 、 磁 路 の 断 面 積 に 比 較 し て 磁 路 の 長 さ が 長 く な ら ざ る を 得 な い
が 、 こ の た め に 、 ト ラ ン ス の 結 合 係 数 kが 低 く な り 、 そ の 結 果 自 己 イ ン ダ ク タ ン ス Lo に 対
す る 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ 電 気 学 会 ） Leの 割 合 が 多 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。 ち
な み に 、 「 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 」 と い う 用 語 は 、 電 気 学 会 書 籍 な ど で 定 義 さ れ る も の と 、
JIS測 定 法 に よ り 得 ら れ る も の と は 異 な り 、 別 の も の に 同 一 の 用 語 が 割 り 当 て ら れ て い る
の で そ れ ぞ れ を 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ls（ JIS） 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス Le（ 電 気 学 会 ） と 呼
ん で 区 別 す る 。 両 者 の 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス は 、 数 式 に よ り 相 互 に 変 換 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ れ ら の 数 値 の 間 に は 次 の 関 係 が あ る 。
漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス Le（ 電 気 学 会 ） は 、
　 　 Le＝ (1－ k)・ Lo
ま た 、 相 互 イ ン ダ ク タ ン ス Mは 、
　 　 M＝ k・ Lo
漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス Ls（ JIS） は 、
　
　
　
　
と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 つ ま り 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ 電 気 学 会 ） Leが 大 き く な れ ば 、 こ れ に 伴 っ て 漏 れ イ ン ダ
ク タ ン ス （ JIS） Lsも 大 き く な る わ け で あ る 。 こ こ で 、 Lsは 二 次 巻 線 側 の 共 振 回 路 を 構 成
す る 重 要 な パ ラ メ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 又 、 特 許 第 ２ ７ ３ ３ ８ １ ７ 号 に よ る 高 効 率 な イ ン バ ー タ 回 路 を 構 成 し よ う と す る 場 合 、
漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsは 放 電 管 の イ ン ピ ー ダ ン ス Zrに 対 し て お お よ そ 次 の よ う な
関 係 が と な る こ と が 望 ま し い 。
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsの イ ン バ ー タ 回 路 動 作 周 波 数 に お け る リ ア ク タ ン
ス が 放 電 管 イ ン ピ ー ダ ン ス に 比 較 し て ほ ぼ 均 し い か 少 し 小 さ い 関 係 で あ る と き に 高 効 率 な
イ ン バ ー タ 回 路 が 実 現 で き る と い う こ と で あ る 。 こ の 関 係 式 は 、 小 型 の ノ ー ト パ ソ コ ン 用
イ ン バ ー タ 回 路 に と ど ま ら ず 、 大 型 の 面 光 源 用 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て も 同 様 に 有 効 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 面 光 源 の 大 電 力 化 に 伴 い 多 数 の 冷 陰 極 管 が 並 列 駆 動 さ れ る と す れ ば 、 放 電
管 イ ン ピ ー ダ ン ス Zrは 冷 陰 極 管 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 冷 陰 極 管 の 本 数 で 割 っ た も の と な る の
で 非 常 に 小 さ な 値 と な る が 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsと Zrの 関 係 は 、 イ ン バ ー タ 動
作 周 波 数 に お け る 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsの リ ア ク タ ン ス の 値 が 、 Zrと 同 等 か 少 し
下 回 る 関 係 で あ る と 高 効 率 な イ ン バ ー タ 回 路 が 実 現 で き る と い う こ と で あ る 。 こ の こ と は
、 大 電 力 の イ ン バ ー タ 回 路 用 ト ラ ン ス に 求 め ら れ る 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsの 値 は
小 さ な 値 が 必 要 と な る こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 と こ ろ が 、 実 際 に 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 用 と し て 求 め ら れ て い る 薄 型 の 形 状 に 合 わ せ よ う と
し て 昇 圧 ト ラ ン ス の 形 状 を 制 限 し て し ま う と 、 上 記 の 説 明 で も 示 し た よ う に 漏 れ イ ン ダ ク
タ ン ス （ JIS） Lsの 値 は 大 き く な ら ざ る を 得 な い た め 、 薄 型 で 、 か つ 、 大 電 力 用 の ト ラ ン
ス と い う の は 設 計 が 非 常 に 困 難 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 も う 一 つ の 着 眼 点 と し て 、 二 次 巻 線 上 に 発 生 す る 進 行 波 の 速 度 も 重 要 で あ る 。 ま
ず 、 大 電 力 化 に 伴 っ て ト ラ ン ス の 形 状 が 大 き く な る と 二 次 巻 線 の 自 己 共 振 周 波 数 が 低 く な
っ て く る 。 冷 陰 極 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て 、 二 次 巻 線 の 自 己 共 振 周 波 数 は 昇 圧 に 関 係
し て お り 、 重 要 な 要 素 と な っ て い る 。 こ れ を 詳 細 に 説 明 す る と 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ト ラ ン ス の 巻 線 は 、 分 布 容 量 に よ る 影 響 を 含 め た 詳 細 な 記 述 を す る と 、 図 ４ の よ う な 分
布 定 数 状 に な っ て い る 。 巻 線 の 分 布 定 数 性 に よ る 影 響 は 、 電 力 機 器 講 座 ５ 変 圧 器 （ 日 刊 工
業 新 聞 社 刊 ） な ど に よ り 電 力 用 ト ラ ン ス の 雷 サ ー ジ に 対 す る 破 壊 対 策 と し て 詳 細 に 解 析 が
行 わ れ て い る が 、 当 該 の 文 献 に よ れ ば 、 ト ラ ン ス の 巻 線 は 特 定 の 分 布 定 数 を 有 す る 遅 延 回
路 を 構 成 し て い る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 性 質 は 、 冷 陰 極 管 用 の 昇 圧 ト ラ ン ス に
お け る 二 次 巻 線 の よ う に 、 極 細 線 を 多 数 巻 き 上 げ る よ う な 場 合 に そ の 影 響 が 顕 著 に 現 れ る
よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 際 の 冷 陰 極 管 用 の 昇 圧 ト ラ ン ス に お い て は 、 二 次 巻 線 の 分 布 定 数 性 は 自 己 共 振 周 波 数
の 前 後 或 い は そ れ よ り も 高 い 周 波 数 に お い て 現 れ る 。 二 次 巻 線 は 遅 延 回 路 を 形 成 し て い る
の で 、 図 ５ 乃 至 図 ７ に 示 す よ う に 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 近 傍 か ら 二 次 巻 線 の う ち の
一 次 巻 線 か ら 遠 い 部 分 へ と 向 か っ て エ ネ ル ギ ー の 伝 達 遅 延 現 象 が 発 生 す る 。 こ れ が い わ ゆ
る Phase-Shift或 い は 調 相 と 言 わ れ る 現 象 で あ り 、 少 し ず つ 位 相 が 遅 れ て い く 現 象 を い う
。 調 相 と い う 用 語 は モ ー タ ー な ど に お い て は 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 件 に お け る 調 相 現 象 は 、 平 成 ８ 年 度 通 産 省 関 東 通 産 局 の 補 助 研 究 と し て 認 定 さ
れ た 際 に 、 電 子 技 術 総 合 研 究 所 （ 現 、 産 業 技 術 総 合 研 究 所 ） に よ り 「 調 相 型 ト ラ ン ス 」 と
命 名 さ れ て い る も の で あ る 。 こ の よ う な 調 相 現 象 の 結 果 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 二 次 巻 線 の
う ち の 一 次 巻 線 近 傍 の 二 次 巻 線 の 電 流 位 相 は 一 次 巻 線 の 電 流 位 相 と 近 い 関 係 に な り 、 一 次
巻 線 に お い て 発 生 し た 磁 束 の 多 く が 二 次 巻 線 に 貫 入 す る の で 密 結 合 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 か ら 遠 い 部 分 の 電 流 位 相 は 、 一 次 巻 線 の 電 流 位 相 よ り
も 遅 れ た 関 係 に な り 、 そ の 結 果 、 二 次 巻 線 上 か ら 多 く の 磁 束 が 漏 れ る の で 、 疎 結 合 部 を 形
成 す る 。 こ の 疎 結 合 部 に お い て は 、 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 一 次 巻 線 か ら 貫 入 し た 磁
束 の ほ と ん ど 全 て が 漏 れ る た め に 、 従 来 の 漏 れ 磁 束 と 漏 れ 方 が 異 な り 、 同 じ 漏 れ イ ン ダ ク
タ ン ス 値 を 持 ち な が ら も 疎 結 合 部 で は 従 前 よ り も 漏 れ る 磁 束 が 多 い 、 い わ ゆ る 極 端 な 漏 洩
磁 束 を 生 じ る わ け で あ る 。 （ 図 ５ 乃 至 図 ８ の 例 で は 100%以 上 漏 れ て い る の み な ら ず 、 逆 位
相 の 磁 束 が 35%も 発 生 し て い る ） こ の よ う な 磁 束 漏 れ 現 象 は 従 来 の 漏 れ 磁 束 と 異 な る 。 参
考 ま で に 図 ９ に 従 来 の ト ラ ン ス に お け る 磁 束 漏 れ の 様 子 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 位 相 の 遅 延 現 象 に よ り 、 分 布 定 数 性 の 二 次 巻 線 上 を 進 む 信 号 が 一 定 の
伝 播 速 度 を 持 つ こ と か ら 、 駆 動 周 波 数 と の 関 係 で 一 定 の 波 長 を 持 つ こ と に な る 。 こ の 伝 播
速 度 は 冷 陰 極 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 の ト ラ ン ス に お い て は 数 km/秒 程 度 で あ る 。 こ の 結 果 、
イ ン バ ー タ 回 路 の ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 に は 進 行 波 が 生 じ る 。 こ の 進 行 波 の 波 長 を λ と す れ
ば 1/4λ の 波 長 と 二 次 巻 線 ボ ビ ン の 物 理 的 な 長 さ が 一 致 し た と き 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、
丁 度 、 ア ン テ ナ の 共 振 や 音 響 の 共 鳴 胴 の 共 振 と 同 じ よ う な 共 振 現 象 が 生 じ る こ と に な る 。
こ の 場 合 、 1/4λ の 共 振 周 波 数 と は 二 次 巻 線 の 自 己 共 振 周 波 数 そ の も の で あ る か ら 、 ト ラ
ン ス 二 次 巻 線 の 自 己 共 振 周 波 数 を 実 測 す る こ と に よ り 、 1/4λ の 共 振 周 波 数 を 知 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 と こ ろ で 、 概 略 的 な 知 見 に お い て は 、 ト ラ ン ス の 昇 圧 比 は 変 成 比 が 大 き く な れ ば な る ほ
ど 大 き く な る と 考 え ら れ て い る が 、 詳 細 な 観 測 を す る と 自 己 共 振 周 波 数 に 近 い 周 波 数 で は
そ の 通 り に は な っ て い な い 。 自 己 共 振 周 波 数 と は 二 次 巻 線 の 自 己 イ ン ダ ク タ ン ス と 二 次 巻
線 の 分 布 容 量 （ 巻 線 間 寄 生 容 量 ） と の 共 振 周 波 数 の こ と で あ る が 、 ト ラ ン ス が 最 大 の 昇 圧
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作 用 を 示 す の は 自 己 共 振 周 波 数 と イ ン バ ー タ の 動 作 周 波 数 が 均 し く な る 周 波 数 で あ る 。 即
ち 、 こ れ が 1/4λ の 共 振 周 波 数 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 イ ン バ ー タ の 動 作 周 波 数 よ り も 自 己 共 振 周 波 数 周 波 数 が 低 く な る と ト ラ ン ス は
し だ い に 昇 圧 作 用 を 失 う 。 そ し て さ ら に 、 イ ン バ ー タ の 動 作 周 波 数 よ り も 自 己 共 振 周 波 数
周 波 数 が 半 分 に な る と 全 く 昇 圧 し な く な っ て し ま う 現 象 が 起 き る 。 即 ち 、 1/2λ の 共 振 周
波 数 に お い て は 一 次 巻 線 か ら 離 れ た 遠 端 の 二 次 巻 線 に 発 生 す る 電 流 位 相 が 、 一 次 巻 線 近 傍
の 電 流 位 相 よ り も 180度 遅 延 し て 逆 位 相 に な っ て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 つ ま り 、 イ ン バ ー タ の 動 作 周 波 数 よ り も 自 己 共 振 周 波 数 が 低 く な っ て し ま う と 、 昇 圧 作
用 が 阻 害 さ れ た り 、 逆 位 相 の 電 圧 が 生 じ た り と い う 様 々 な 現 象 が 生 じ る が 、 従 来 、 一 般 的
知 見 と し て は 、 ト ラ ン ス の 昇 圧 比 に つ い て 、 こ の よ う な 概 念 で 考 え ら れ た こ と が な か っ た
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 即 ち 、 従 来 の 知 見 で は 昇 圧 比 を 得 る に は 単 に 編 成 比 を 大 き く す れ ば 良 い と 考 え ら れ て い
た た め に 、 多 く の 当 業 者 は 、 昇 圧 比 が 足 り な い と い う 指 摘 に 対 し て は 、 二 次 巻 線 を 多 く 巻
く こ と で こ れ を 解 決 し よ う と し て い た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の こ と は 、 二 次 巻 線 を 多 く 巻 き 過 ぎ る こ と に つ な が る の で あ り 、 二 次
巻 線 の 自 己 共 振 周 波 数 が 低 く な り 過 ぎ て し ま う こ と が 多 々 あ っ た 。 そ し て 、 二 次 巻 線 を 巻
き 過 ぎ る こ と が 原 因 で 、 却 っ て 、 昇 圧 比 を 阻 害 し て い る こ と が あ る に も か か わ ら ず 、 多 く
の 場 合 、 昇 圧 比 が 得 ら れ な い た め に 、 昇 圧 比 を 得 よ う と さ ら に 二 次 巻 線 を 多 く 巻 こ う と す
る と こ ろ か ら 、 二 次 巻 線 の 巻 数 が さ ら に 多 く な り 過 ぎ 、 自 己 共 振 周 波 数 が さ ら に 下 が る 。
こ の 結 果 、 昇 圧 比 が ま す ま す 阻 害 さ れ る と い う 悪 循 環 に 陥 っ て い た 。 こ の よ う に 、 ト ラ ン
ス 二 次 巻 線 の 自 己 共 振 周 波 数 は 、 冷 陰 極 管 用 昇 圧 ト ラ ン ス に お い て は 重 要 な 意 味 を 持 つ も
の で あ り 、 自 己 共 振 周 波 数 が 低 く な り す ぎ な い よ う に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 こ れ を 結 合 係 数 の 方 か ら 見 る と 、 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 の セ ク シ ョ ン 数 を 多 く す る
こ と に よ っ て 、 自 己 共 振 周 波 数 を あ る 程 度 高 く す る こ と が 可 能 で あ る が 、 セ ク シ ョ ン 数 を
多 く 設 定 す る こ と は 結 合 係 数 が 小 さ く な り 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス が 大 き く な る こ と を 意 味
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 大 電 力 用 の イ ン バ ー タ 回 路 に お い て は 、 駆 動 す る 負 荷 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 低 い の で 大 電
力 用 ト ラ ン ス に お い て は 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス も 負 荷 に 比 例 し て 小 さ く し な け れ ば な ら な
い 。 し た が っ て 、 セ ク シ ョ ン 数 を 多 く す る こ と に は 限 界 が あ る と い う こ と で あ る 。 結 局 、
ト ラ ン ス の 形 状 が 大 き く な れ ば 、 自 己 共 振 周 波 数 は 必 然 的 に 下 が る も の で あ る か ら 、 大 電
力 の ト ラ ン ス に お い て 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス を 小 さ く 制 御 し 、 か つ 、 自 己 共 振 周 波 数 の 高
い ト ラ ン ス を 得 る に は 、 相 矛 盾 す る 条 件 を 満 足 さ せ な け れ ば な ら な い こ と に な り 、 も と よ
り 設 計 が 困 難 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 又 、 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 は 分 布 定 数 性 で あ り 、 遅 延 回 路 を 構 成 し て い る 。 し た が っ て 、
高 周 波 伝 送 回 路 の 理 論 に よ り 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス も 有 す る 。 こ こ で 、 理 想 的 な 密 結 合 /疎
結 合 の 構 成 を 生 じ る た め に は 、 ト ラ ン ス の ボ ビ ン の 寸 法 と コ ア の 断 面 積 、 磁 路 、 及 び 、 二
次 巻 線 の 巻 き 方 か ら 決 ま る 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と 放 電 管 負 荷 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 整 合 さ せ
る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 イ ン ピ ー ダ ン ス の 整 合 が 行 わ れ て い な い と 、 反 射 波 が 生 じ 、 理 想 的 な 遅 延 波 形 が 得 ら れ
ず に 定 在 波 が 生 じ る の で 、 二 次 巻 線 上 の 磁 束 漏 れ が 一 定 と な ら ず 、 そ の 結 果 、 コ ア ロ ス を
究 極 的 に 最 小 限 に す る と い う 理 想 的 な 条 件 が 達 成 で き な く な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 大 電 力 用 の ト ラ ン ス に お い て は 発 熱 を 低 減 す る た め に 、 銅 損 と コ ア ロ ス を 最 小 限 ま で 減
ら さ な け れ ば な ら な い の で あ る が 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 、 進 行 波 の 速 度 （ 即 ち 自 己 共 振 周
波 数 ） 、 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と い う ３ 条 件 を 同 時 に 満 た す こ と が そ も そ も 難 し い 上 に 、 こ
こ に さ ら に 薄 型 で な け れ ば な ら な い と い う 条 件 が 加 わ る と 、 こ れ ら 全 て の 条 件 を 同 時 に 満
足 す る ト ラ ン ス を 設 計 す る こ と は ま す ま す 困 難 な も の と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ３ ３ ８ １ ７ 号 特 許 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 大 電 力 用 の ト ラ ン ス は 一 つ の 大 き な ト ラ ン ス で 実
現 す る こ と が 難 し い と い う こ と で あ り 、 こ れ を 、 ト ラ ン ス を 複 数 の 小 型 ま た は 中 型 の ト ラ
ン ス に 分 割 し て 相 互 に 接 続 す る こ と に よ っ て 、 大 型 ト ラ ン ス と 同 等 の 大 電 力 用 ト ラ ン ス を
実 現 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 小 型 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て 実 現 さ れ て い た 、 漏 洩 磁 束 型 ト ラ ン ス の 二 次 側 回 路
を 分 布 定 数 性 の 給 電 回 路 と し 、 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 と 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス と の 間 で 共 振
回 路 を 構 成 す る こ と に よ っ て 高 効 率 を 得 て い た 手 法 を 、 ト ラ ン ス の 発 熱 が 少 な い と い う 効
果 を 維 持 し た ま ま 大 電 力 の 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て も 実 現 し よ う と す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 複 数 の ト ラ ン ス を 並 列 に 接 続 す る こ と に よ っ て 一 つ の 大 電 力 の ト ラ ン ス と し て
動 作 さ せ 、 そ の こ と に よ っ て 条 件 選 択 の 幅 を 広 げ 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 、 進 行 波 速 度 （ 自
己 共 振 周 波 数 ） 、 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス 、 厚 み 形 状 な ど の 多 く の 条 件 を 同 時 に 満 足 さ せ よ う
と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 ま た 、 ト ラ ン ス の コ ア 形 状 が 、 JIS標 準 形 状 な い し 近 似 し た 変 形 形 状 EE、 EI型
の コ ア の よ う に 、 コ ア 断 面 積 が 大 き く 、 こ れ に 比 較 し て 磁 路 が 短 い コ ア 形 状 を 用 い る 場 合
に お い て も 、 十 分 な 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 値 と 実 用 的 な 自 己 共 振 周 波 数 を 得 ら れ る よ う に し
よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 ま た 、 逆 に コ ア 断 面 積 に 比 較 し て 磁 路 が 長 す ぎ る コ ア 形 状 を 用 い る 場 合 に お い
て も 、 ト ラ ン ス 二 次 巻 線 に 斜 め 巻 き を 施 す こ と に よ っ て 、 自 己 共 振 周 波 数 を 高 く 維 持 し つ
つ 同 時 に 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 値 を 小 さ く し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス が 少 な く 、 分 布 容 量 の 少 な い 巻 線 方 式 と 組 み 合 わ せ る こ と
に よ っ て 条 件 選 択 の 幅 を 広 げ 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 、 進 行 波 速 度 （ 自 己 共 振 周 波 数 ） 、 特
性 イ ン ピ ー ダ ン ス 、 厚 み 形 状 な ど の 多 く の 条 件 を で き る 限 り 同 時 に 満 足 さ せ よ う と す る も
の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 観 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 磁 気 的 に 連 続 し た 中 心 コ ア と 、 一
次 巻 線 と 、 分 布 定 数 性 の 二 次 巻 線 と を 有 す る ト ラ ン ス の 、 該 二 次 巻 線 側 に 生 じ る 漏 れ イ ン
ダ ク タ ン ス と 二 次 巻 線 分 布 容 量 と 、 近 接 導 体 に 近 接 し た 放 電 管 の 周 辺 に 生 じ る 寄 生 容 量 と
の 間 で 共 振 回 路 の 一 部 を 構 成 し 、 該 共 振 回 路 が 共 振 す る こ と に よ り 、 該 二 次 巻 線 は 、 該 一
次 巻 線 と 磁 気 位 相 が 近 接 し 、 該 一 次 巻 線 下 で 生 じ た 磁 束 の 多 く が 貫 入 す る 磁 気 的 に 密 結 合
し た 該 一 次 巻 線 近 傍 の 密 結 合 部 分 と 、 該 一 次 巻 線 下 の 磁 気 位 相 に 対 し て 位 相 が 遅 延 し 、 該
一 次 巻 線 下 で 生 じ た 磁 束 の 多 く が 漏 洩 す る 、 磁 気 的 に 疎 結 合 し た 該 一 次 巻 線 か ら 離 れ た 疎
結 合 部 分 と を 有 す る 漏 洩 磁 束 型 の 昇 圧 ト ラ ン ス を 複 数 有 し 、 複 数 の 放 電 管 を 並 列 点 灯 す る
放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
（ 作 用 ）
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 に お い て 高 効 率 を 得 ら れ る 理 由 は 以 下 の と お り で あ る 。
　 本 発 明 の 場 合 、 放 電 管 と 言 え ば 冷 陰 極 管 を 中 心 に 述 べ る が 、 類 似 し た 特 性 を 有 す る も の
に は そ の ま ま 応 用 が 利 く の で 冷 陰 極 管 を 放 電 管 と し て 普 遍 化 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 放 電
管 用 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て 、 昇 圧 ト ラ ン ス の 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 と は 、 図 １ １ に 示 さ
れ て い る よ う に 、 二 次 巻 線 に 生 じ る 寄 生 容 量 Cwと 、 配 線 や 分 流 回 路 と 放 電 管 周 辺 に 生 じ る
寄 生 容 量 Csに 加 え て 、 補 助 的 に 加 え ら れ た 補 助 容 量 Caの 合 計 値 で あ る 。 放 電 管 に 近 接 し た
導 体 は 放 電 管 の 寄 生 容 量 を 生 じ る た め に 必 須 で あ り 、 放 電 管 と 近 接 導 体 と の 距 離 は 正 確 に
規 定 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ れ ら の 二 次 側 容 量 と 昇 圧 ト ラ ン ス の 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsと が 共 振 す る こ と
に よ っ て 、 図 １ ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ト ラ ン ス の ３ 端 子 等 価 回 路 を 含 む 共 振 回 路 を 構
成 し 、 そ の 共 振 周 波 数 付 近 の 周 波 数 に お い て イ ン バ ー タ 回 路 を 動 作 さ せ る こ と に よ っ て 、
図 １ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ト ラ ン ス 一 次 側 か ら 見 た 励 磁 電 流 が 少 な く な る 領 域 が 発 生
す る の で 、 そ れ を 利 用 す る 。 励 磁 電 流 が 少 な く な る こ と と は 即 ち 力 率 が 改 善 す る こ と で あ
る 。 そ の 結 果 、 ト ラ ン ス 一 次 巻 線 の 励 磁 電 流 が 減 り 、 銅 損 が 減 る こ と か ら イ ン バ ー タ 回 路
の 変 換 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 条 件 下 に お い て 、 ト ラ ン ス 二 次 巻 線 の 自 己 共 振 周 波 数 が イ ン バ ー タ 回
路 の 動 作 周 波 数 の 一 倍 な い し 三 倍 以 下 に 近 づ く と 、 二 次 巻 線 に 分 布 定 数 性 の 遅 延 現 象 が 顕
著 に 表 れ 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 近 傍 の 位 相 よ り も 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 か ら 離
れ た 部 分 の 位 相 が 遅 延 す る 、 い わ ゆ る Phase-Shift（ 調 相 ） 現 象 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う な Phase-Shift（ 調 相 ） 現 象 が 生 じ る と 、 ト ラ ン ス 二 次 巻 き 線 下 の コ ア か ら の
磁 束 漏 洩 が 二 次 巻 線 側 コ ア 全 体 に 分 散 す る た め に コ ア ロ ス も 減 少 す る 。 ち な み に 、 従 来 の
漏 洩 磁 束 型 ト ラ ン ス に お け る 磁 束 漏 れ は 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 と の 境 目 に お い て 大 量 に 漏
洩 す る た め に 、 磁 束 が 漏 洩 す る 部 分 の コ ア ロ ス が 大 き く な り 、 発 熱 が 集 中 す る と い う も の
で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 分 布 定 数 性 の 二 次 巻 線 を 伝 送 路 と 見 な し た 場 合 、 デ ィ レ イ ラ イ ン の 反 射 な ど で 知
ら れ る よ う に 、 伝 送 路 の 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と 終 端 負 荷 と を 整 合 さ せ な い 場 合 に は 反 射 が
起 こ り 、 定 在 波 が 発 生 す る 。 こ の 定 在 波 は コ ア ロ ス の 平 均 化 に は 有 害 で あ る か ら 極 力 減 ら
す べ き で あ る 。 こ の 場 合 、 分 布 定 数 性 二 次 巻 線 の 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と 負 荷 の イ ン ピ ー ダ
ン ス を 均 し く す る こ と に よ り 反 射 波 が な く な り 、 均 等 な Phase-Shift（ 調 相 ） 現 象 が 生 じ
る の で 理 想 的 な 密 結 合 /疎 結 合 の 構 成 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 又 、 本 発 明 の 構 成 に お け る 密 結 合 を 補 助 す る た め に は 、 ま ず 第 一 に 、 コ ア 形 状 が I/O型
形 状 で あ り 、 中 心 コ ア が 一 本 の 棒 状 コ ア で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 コ ア が 製 造 上 の 都 合 に よ り EE型 に 分 断 さ れ 、 後 に 組 立 工 程 で 接 合 さ れ る 場 合 に
お い て も 、 中 心 コ ア は で き る だ け 隙 間 な く 接 合 さ れ 、 磁 気 的 に 連 続 し て い る こ と が 望 ま し
い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 又 、 従 来 、 JIS標 準 コ ア 形 状 に 近 い も の で 、 コ ア 断 面 積 に 比 較 し て 磁 路 が 短 い コ
ア 形 状 で あ っ て も 、 従 来 の イ ン バ ー タ 回 路 に 比 較 し て ご く 細 い 線 を 多 数 巻 く こ と に よ り 、
結 合 係 数 が 高 く て も 大 き な 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 値 を 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 「 磁 気 的 に 連 続 し た 」 と は 、 意 図 的 に 設 け ら れ た 大 き な ギ ャ ッ プ を 有 さ な い と い
う こ と で あ る 。 コ ア 形 状 が EE型 の コ ア を 用 い た ト ラ ン ス に お い て 、 意 図 的 に 中 心 ギ ャ ッ プ
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を 持 た せ て 二 次 巻 線 下 の コ ア に 分 断 が 見 ら れ る 構 造 に お い て は 、 密 結 合 の 構 成 が 阻 害 さ れ
る た め 、 改 悪 に あ た る の で 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 通 常 、 中 心 ギ ャ ッ プ は 漏 洩 磁 束 を 多 く し て 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 値 を 増 や す 目 的 の も の で
あ る と 考 え ら れ て い る が 、 本 発 明 の 実 施 に 関 し て 言 え ば 、 そ れ は 誤 り で あ る 。 本 発 明 を 実
施 す る た め に は 、 中 心 ギ ャ ッ プ は な る べ く 薄 く す る の が 望 ま し く 、 コ ア 材 の μ iacが 不 安
定 で あ る た め に 、 そ れ を 安 定 化 さ せ る 目 的 と し て の 程 度 に と ど め る べ き で あ る 。 そ し て 、
二 次 巻 線 の 調 整 要 領 は 、 ギ ャ ッ プ を 一 定 と し て 、 一 次 巻 線 と 二 次 巻 線 を 施 し 、 次 に 一 次 巻
線 を 短 絡 し て 二 次 巻 線 の 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsを 測 定 し 、 そ の 大 小 を 判 断 し て 、
二 次 巻 線 の 巻 数 を 増 減 す る こ と で 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 値 を 調 整 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 と こ ろ で 、 こ れ ら の 作 用 は 、 図 １ ４ に 示 さ れ て い る よ う な 小 型 コ ア 形 状 の ト ラ ン ス に お
い て は 既 に 容 易 に 実 現 さ れ て い た が 、 こ れ ら の 作 用 を 一 つ の 大 き な ト ラ ン ス で 実 現 す る こ
と は 今 ま で 述 べ て き た よ う な 理 由 か ら 難 し い と 考 え ら れ て い た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ こ で 、 こ れ ら の 作 用 が 実 現 さ れ た 小 型 乃 至 中 型 の ト ラ ン ス を 複 数 並 列 接 続 す る こ と に
よ っ て 、 恰 も 一 つ の 大 き な ト ラ ン ス に な っ た か の よ う に 挙 動 さ せ る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ５ は ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 を 並 列 に 接 続 し た も の で あ る が 、 こ の 図 の 中 で T1、 T2、 T3
は 、 ス イ ッ チ ン グ 駆 動 な ど の よ う に 低 イ ン ピ ー ダ ン ス で 駆 動 さ れ る 場 合 に 適 用 さ れ る 逆 Ｌ
型 等 価 回 路 で 記 し た ト ラ ン ス で あ り 、 Ls1、 Ls2、 Ls3は 、 二 次 巻 線 側 の 漏 れ イ ン ダ ク タ ン
ス （ JIS） で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ う す る と 、 個 々 の ト ラ ン ス の 有 す る 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） は 並 列 に 合 成 さ れ 、
そ の 値 は 個 々 の ト ラ ン ス の 持 つ 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス の 値 を ト ラ ン ス の 個 数 で 割 っ た 値 に な
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に し た 場 合 、 各 ト ラ ン ス の 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス が ほ ぼ 均 し け れ ば 、 負 荷 に 流 れ
る 電 流 が 各 ト ラ ン ス に 分 散 さ れ る の で 、 負 荷 が 分 散 さ れ 、 ま た 、 発 熱 が 個 々 の ト ラ ン ス に
分 散 さ れ る 。 ま た 放 熱 面 積 も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 方 、 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 の 自 己 共 振 周 波 数 は 巻 線 が 複 数 並 列 接 続 さ れ て も 変 わ ら な い
の で 、 二 次 巻 線 上 を 進 む 進 行 波 の 速 度 も 個 々 の ト ラ ン ス の 持 つ 値 と 変 わ ら な い 。 ま た 、 昇
圧 比 も 変 わ ら な い 。 そ し て 、 分 布 定 数 性 二 次 巻 線 の 有 す る 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス は ト ラ ン ス
の 個 数 で 割 っ た 値 に な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ ら を 総 合 す る と 、 ト ラ ン ス を こ の よ う に 接 続 し た 場 合 、 変 換 で き る 電 力 は 各 ト ラ ン
ス の 持 つ 能 力 を そ の ま ま 加 算 し た 値 に な る と い う こ と で あ る 。 こ の よ う な こ と か ら 、 一 つ
の ト ラ ン ス で は 実 現 し に く か っ た 大 電 力 の ト ラ ン ス を 、 複 数 の ト ラ ン ス を 並 列 接 続 す る こ
と に よ っ て 容 易 に 実 現 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ し て 、 大 電 力 の イ ン バ ー タ 回 路 に お い て 、 ト ラ ン ス の 電 力 容 量 が 不 足 し た 場 合 に は 、
そ の 不 足 に 見 合 っ た 数 量 の 小 型 な い し は 中 型 の ト ラ ン ス を 並 列 接 続 し て い く だ け で い く ら
で も 大 き な 容 量 の ト ラ ン ス と 等 価 な ト ラ ン ス と し て 挙 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 一 方 で 、 並 列 点 灯 回 路 に よ っ て 合 成 さ れ た 冷 陰 極 管 は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス が 並 列 に
合 計 さ れ た も の と 均 し く な る 。 そ し て 、 並 列 点 灯 回 路 に よ り 冷 陰 極 管 周 辺 に 発 生 す る 寄 生
容 量 は 全 て が 合 成 さ れ た 値 に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 寄 生 容 量 が 冷 陰 極 管 の 数 量 に 比 例 し て 加 算 さ れ た 値 と な る 一 方 で 、 上 記 に 示 し た よ う に
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合 成 ト ラ ン ス の 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス と 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス が ト ラ ン ス の 個 数 に 反 比 例 し て
小 さ な 値 と な る と い う こ と は 、 即 ち 、 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 と 、 昇 圧 ト ラ ン ス の 漏 れ イ ン
ダ ク タ ン ス か ら 構 成 さ れ る 共 振 周 波 数 は 大 き く 変 動 し な い こ と を 意 味 し 、 ま た 、 冷 陰 極 管
の 合 成 イ ン ピ ー ダ ン ス と ト ラ ン ス 二 次 巻 線 の 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と の 関 係 も 大 き く 変 化 し
な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 即 ち 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） と 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 と の 間 で 構 成 す る 冷 陰 極 管
負 荷 を 含 ん だ 共 振 回 路 は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 非 常 に 簡 単 な 構 成 に な る と い う こ と を 意
味 す る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 ノ ー ト 型 パ ソ コ ン 用 に お い て 実 用 化 さ れ て い た 特 許 第 ２ ７ ３
３ ８ １ ７ 号 の 作 用 ・ 効 果 を そ の ま ま 維 持 し て 大 電 力 の 面 光 源 用 イ ン バ ー タ 回 路 を 小 型 に 、
か つ 、 シ ン プ ル に 実 現 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ト ラ ン ス を 組 み 合 わ せ 、 二 次 巻 線 を 並 列 接 続 す る こ と に よ っ て
大 電 力 の 一 つ の ト ラ ン ス と 等 価 な ト ラ ン ス を 実 現 し 、 同 時 に 、 特 許 第 ２ ７ ３ ３ ８ １ ７ 号 の
作 用 効 果 を 何 ら 損 ね る こ と な く イ ン バ ー タ 回 路 の 大 電 力 化 を 実 現 す る こ と が で き る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 又 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 形 状 も 薄 型 化 す る こ と が 可 能 で あ り 、 制 御 回 路 の 数 量 を 適 宜 １ 回
路 乃 至 ２ 回 路 で ロ ー コ ス ト な イ ン バ ー タ 回 路 と す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 更 に 、 ト ラ ン ス の 数 と 放 電 管 の 数 を 整 数 倍 に 比 例 さ せ る 必 要 が な く 、 放 電 管 の 総 電 力 に
対 応 す る だ け の 小 型 な い し は 中 型 ト ラ ン ス を 並 列 接 続 す る だ け で 必 要 な 電 力 の イ ン バ ー タ
回 路 を 実 現 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 更 に 又 、 放 電 管 の 本 数 と 使 用 さ れ る ト ラ ン ス の 数 と の 関 係 は 比 例 す れ ば 良 く 、 従 来 の よ
う に 、 一 つ の ト ラ ン ス に 対 し て 割 り 当 て ら れ る 放 電 管 の 本 数 が 限 定 さ れ る と い う 問 題 も な
く な っ た 。 つ ま り 、 例 え ば 、 ト ラ ン ス ５ 個 に 対 し て 放 電 管 １ ２ 本 と い う 割 り 切 れ な い 関 係
で あ っ て も 良 く な る と い う こ と で あ る の で 、 ト ラ ン ス の 選 択 の 自 由 度 が 大 き く な っ た 。 こ
の こ と は 、 面 光 源 の 種 類 や 使 わ れ る 放 電 管 の 性 質 ご と に 最 適 化 さ れ た 新 た な ト ラ ン ス の 開
発 が 必 要 に な っ て い た 従 来 の イ ン バ ー タ 回 路 の 設 計 事 情 と は 異 な り 、 新 た な 設 計 と い う も
の が ほ と ん ど 必 要 な く 、 ま た 、 従 前 、 ノ ー ト 型 パ ソ コ ン 用 や 液 晶 モ ニ タ 用 な ど で 多 用 さ れ
て い た ト ラ ン ス の ボ ビ ン を そ の ま ま 用 い て わ ず か に 巻 線 パ ラ メ ー タ を 再 調 整 す る だ け で 相
当 数 の 従 来 型 ボ ビ ン が 本 発 明 の ト ラ ン ス と し て 利 用 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。 従 っ
て 、 従 来 の 資 源 を そ の ま ま 生 か し て 大 電 力 用 の イ ン バ ー タ 回 路 が 実 現 で き る の で 、 ほ と ん
ど の ケ ー ス に お い て 開 発 費 が 不 要 ま た は 小 額 と な っ た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ れ に 加 え て 、 イ ン バ ー タ 回 路 か ら 放 電 管 ま で の 配 線 は 自 由 に な り 、 イ ン バ ー タ 回 路 の
レ イ ア ウ ト に 対 す る 制 限 が な く な る の で 、 イ ン バ ー タ 回 路 は 面 光 源 の 裏 側 で も 淵 で も 自 由
な 位 置 に レ イ ア ウ ト す る こ と が で き る よ う に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す が 、 ト ラ ン ス は 等
価 回 路 で 示 し て あ る 。 ト ラ ン ス は 理 想 的 で は な い の で 漏 れ 磁 束 が あ り 、 こ の 漏 れ 磁 束 に よ
り 構 成 さ れ る イ ン ダ ク タ ン ス が 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス は ト ラ ン ス の 出 力 に チ ョ ー ク コ イ ル を 挿 入 し た も の と 等 価 で あ っ て
こ れ を Le11～ Le13、 及 び 、 Le21～ Le23で 示 し て あ る 。 ま た 、 二 次 巻 線 の 自 己 イ ン ダ ク タ ン
ス Lo1～  Lo3は 記 載 さ れ て い な い が 、 相 互 イ ン ダ ク タ ン ス Ｍ １ ～ Ｍ ３ と Le21～ Le23を 直 列
に 合 成 し た 値 と な る 。
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【 ０ ０ ７ ５ 】
　 Cw1～ Cw3 は 二 次 巻 線 の 分 布 容 量 で あ り 、 二 次 巻 線 の 自 己 イ ン ダ ク タ ン ス と 共 に 自 己 共
振 周 波 数 fpを 構 成 す る 。 ま た 、 Xdは 冷 陰 極 管 を 並 列 点 灯 さ せ る た め の 分 流 回 路 で あ り 、 冷
陰 極 管 の 特 性 に 合 わ せ て 適 宜 挿 入 さ れ る 。 Cs1～ Csnは 冷 陰 極 管 周 辺 に 発 生 す る 寄 生 容 量 で
あ り 、 Caは 共 振 周 波 数 を 調 整 す る た め の 補 助 容 量 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の 実 施 例 で は ３ 個 の ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 を 並 列 接 続 し て い る 。 そ の 結 果 、 漏 れ イ ン ダ
ク タ ン ス Le1、 Le2は Le11～ Le13、 及 び 、 Le21～ Le23の 1/3と な り 、 Cw1‾ Cw 3は 合 成 さ れ て
Cw=3Cw1と な る 。 ま た 、 二 次 巻 線 の 自 己 イ ン ダ ク タ ン ス Loも 1/3と な る た め に Cwと Loで 構 成
さ れ る 自 己 共 振 周 波 数 fpは 変 わ ら な い 。 ま た 、 冷 陰 極 管 の Cs1‾ Csnは 全 て 加 算 さ れ て Csと
な る 。 ま た 、 イ ン ピ ー ダ ン ス Zは 冷 陰 極 管 の 本 数 に 反 比 例 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 つ ま り 、 面 光 源 が 大 電 力 に な り 、 多 数 の 冷 陰 極 管 を 並 列 に 点 灯 さ せ る 必 要 が あ る 場 合 、
必 要 と す る ト ラ ン ス の 数 を 増 や し て い く こ と に よ り 、 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 の パ ラ メ ー タ と
放 電 管 の イ ン ピ ー ダ ン ス や 寄 生 容 量 の 関 係 は そ れ ぞ れ 関 係 を 崩 す こ と な く 比 例 ま た は 反 比
例 し て い く の で 、 こ の 原 理 を 拡 張 す れ ば い く ら で も 大 き な 電 力 の 面 光 源 に で も 対 応 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 の 本 質 は 二 次 巻 線 側 に あ り 、 こ れ を 複 数 並 列 接 続 す る こ と で あ る の で 、 一 次 巻 線
側 の 接 続 は 本 実 施 例 に 限 ら ず 、 異 な る 駆 動 回 路 に 接 続 し た り 、 並 列 や 直 列 に 接 続 し た り す
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 接 続 し た 場 合 で も 、 二 次 巻 線 の 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス も ト ラ ン ス の 個 数
分 が 並 列 に 合 成 さ れ る の で 、 二 次 巻 線 上 の 進 行 波 の 速 度 に 影 響 す る こ と な く 、 特 性 イ ン ピ
ー ダ ン ス を 下 げ る こ と も 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 ト ラ ン ス の 並 列 接 続 が 定 在 波 の 発 生 原 因 に
な る こ と な く 、 放 電 管 の イ ン ピ ー ダ ン ス に な る べ く 整 合 す る よ う な 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス を
作 り 出 す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 そ し て 、 従 来 、 EI型 或 は EE型 と 呼 ば れ る JIS標 準 形 状 の コ ア （ 断 面 積 に 比 べ て 磁 路 が 短
い ） を 用 い た 場 合 、 結 合 係 数 が 大 き す ぎ る た め に 、 本 件 の 作 用 効 果 を 得 よ う と す る こ と が
難 し い 。 つ ま り 、 Le=k・ Loの 式 か ら も 明 ら か な よ う に 結 合 係 数 kが 大 き す ぎ る と Leが 小 さ
く な り す ぎ る か ら で あ る 。 し か し な が ら 、 二 次 巻 線 を 従 来 （ 0.04Φ 乃 至 0.06Φ ） よ り も 細
い も の （ 0.03Φ 乃 至 0.035Φ ） に 変 え 、 ま た 、 多 数 巻 く こ と に よ り Loを 大 き く し て い け ば
、 そ れ に 比 例 し て Leも 大 き く な り 、 実 用 的 な 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス Leま た は Lsの 値 が 得 ら れ
る よ う に な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 一 方 で 、 自 己 共 振 周 波 数 fpは JIS標 準 型 形 状 で は 高 く な り す ぎ る た め に 低 く し な け れ ば
な ら な い 。 自 己 共 振 周 波 数 fpを 低 く す る に は 、 ギ ャ ッ プ を 大 き く 開 け 、 実 効 透 磁 率 を 低 く
し て 二 次 巻 線 を さ ら に 多 く 巻 き 、 ま た 、 セ ク シ ョ ン 数 を 少 な く す る こ と に よ っ て 可 能 で あ
る 。 し か し 、 セ ク シ ョ ン 数 を 少 な く す る と 、 巻 線 の 耐 圧 が 低 下 す る の で 実 用 的 で は な い 。
い ず れ に し て も 、 JIS標 準 型 の EE,EIコ ア 形 状 で は 、 必 然 的 に ト ラ ン ス の 厚 み が 高 く な り す
ぎ る の で 市 場 要 求 に 合 わ ず 、 冷 陰 極 管 点 灯 用 と し て あ る 程 度 以 上 大 き な ト ラ ン ス は 作 り 難
く な る の で 、 や は り 中 型 以 下 の 寸 法 形 状 で 複 数 接 続 す る こ と が 有 効 な 実 現 手 段 と な る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 一 方 、 大 電 力 用 ト ラ ン ス に お い て 、 ト ラ ン ス の 寸 法 形 状 を 市 場 要 求 に 合 わ せ る と 扁 平 な
形 状 と な り 、 コ ア 断 面 積 に 対 す る 磁 路 の 長 さ が 長 す ぎ る も の と な っ て し ま う 。 こ の 場 合 、
結 合 係 数 は 低 く な り す ぎ る 。 ま た 、 実 効 透 磁 率 が 低 い た め 、 巻 線 を 多 く 施 さ な け れ ば な ら
な く な り 、 自 己 共 振 周 波 数 も 低 く な り す ぎ る 。 自 己 共 振 周 波 数 を 高 く し よ う と し て セ ク シ
ョ ン 数 を 多 く す れ ば 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス は 大 き く な り す ぎ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
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　 そ こ で 、 こ れ ら を 解 決 す る た め に 、 米 国 特 許 US2002/0140538や 国 内 の 特 許 第 2727461号
及 び 特 許 第 2727462号 に 見 ら れ る よ う に 、 図 １ ７ に 示 す 斜 め 巻 き を 二 次 巻 線 に 施 し て 本 件
の 発 明 の 請 求 項 １ 乃 至 ４ と 組 み 合 わ せ る こ と も 有 効 な 実 現 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 自 己 共 振 周 波 数 を 高 く す る こ と が で き 、 ま た 、 結 合 係 数 も 高 く で き
る の で 、 扁 平 な 形 状 に し て も 条 件 選 択 の 幅 が 広 が り 自 由 な 設 計 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 は 、 市 場 要 求 の 厚 さ 10mmな い し 13mm以 下 を 達 成 し 、 40W乃 至 60Wク ラ ス の 大 電 力 用
ト ラ ン ス を 実 現 で き る 唯 一 の 方 法 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 冷 陰 極 管 二 本 あ た り 一 つ の 小 型 漏 洩 磁 束 型 ト ラ ン ス を 配 置 し た 一 例 を 示 す
多 灯 面 光 源 用 の イ ン バ ー タ 回 路 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 多 数 の 冷 陰 極 管 を 並 列 駆 動 す る 一 例 を 示 す 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ト ラ ン ス の 巻 線 の 分 布 容 量 の 一 例 を 説 明 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 際 の 冷 陰 極 管 用 の 昇 圧 ト ラ ン ス に お い て 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 か ら 遠 い
部 分 へ と 向 か っ て 信 号 の 遅 延 現 象 が 発 生 す る い わ ゆ る Phase-Shift或 い は 調 相 の 現 象 を 示
す た め の 信 号 検 出 位 置 の 一 例 を 示 す 構 成 の 斜 視 見 取 り 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 際 の 冷 陰 極 管 用 の 昇 圧 ト ラ ン ス に お い て 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 か ら 遠 い
部 分 へ と 向 か っ て 信 号 の 遅 延 現 象 が 発 生 す る い わ ゆ る Phase-Shift或 い は 調 相 の 現 象 を 示
す た め の 信 号 検 出 位 置 の 一 例 を 示 す 構 成 の 平 面 見 取 り 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 際 の 冷 陰 極 管 用 の 昇 圧 ト ラ ン ス に お い て 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 か ら 遠 い
部 分 へ と 向 か っ て 信 号 の 遅 延 現 象 が 発 生 す る い わ ゆ る Phase-Shift或 い は 調 相 の 現 象 の 一
例 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 調 相 現 象 の 結 果 、 一 次 巻 線 に お い て 発 生 し た 磁 束 の 多 く が 二 次 巻 線 に 貫 入 す る こ
と に よ っ て 密 結 合 部 を 形 成 す る 一 例 を 示 す 調 相 型 ト ラ ン ス の 磁 束 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の ト ラ ン ス の 主 磁 束 と 漏 れ 磁 束 を 示 す 磁 束 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 イ ン バ ー タ 回 路 の ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 に 生 じ る 進 行 波 の 1/4波 長 と 二 次 巻 線 ボ
ビ ン の 物 理 的 な 長 さ の 一 致 し た と き に 生 じ る 共 振 現 象 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て 、 昇 圧 ト ラ ン ス の 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 は 、
二 次 巻 線 に 生 じ る 寄 生 容 量 Cwと 、 配 線 や 分 流 回 路 と 放 電 管 周 辺 に 生 じ る 寄 生 容 量 Csに 加 え
て 、 補 助 的 に 加 え ら れ た 補 助 容 量 Caの 合 計 値 で あ り 、 こ れ ら の 容 量 成 分 と 並 列 に 放 電 負 荷
Rが 接 続 さ れ 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス Lsと の 間 で 共 振 回 路 を 構 成 し て い る こ と を 説 明 す る た
め の 一 例 を 示 す 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ト ラ ン ス の ３ 端 子 等 価 回 路 を 含 む 共 振 回 路 を 構 成 し 、 ト ラ ン ス 一 次 巻 線 の 励 磁
電 流 が 減 り 、 銅 損 が 減 る こ と か ら イ ン バ ー タ 回 路 の 変 換 効 率 が 向 上 す る こ と を 説 明 す る た
め の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 上 の グ ラ フ は 、 横 軸 に 周 波 数 で あ り 、 縦 軸 に ア ド ミ タ ン ス を と っ た も の で あ る
。 下 の グ ラ フ は 、 横 軸 に 周 波 数 で あ り 、 縦 軸 に 電 圧 － 電 流 間 の 位 相 差 を と っ た も の で あ る
。 抵 抗 Ｒ の 値 を い ろ い ろ と 変 え て 試 す と 、 励 磁 電 流 が 少 な く な っ て 力 率 が 改 善 す る 結 果 、
そ の 共 振 周 波 数 付 近 の 周 波 数 に お い て 、 イ ン バ ー タ 回 路 を 動 作 さ せ る こ と に よ っ て ト ラ ン
ス 一 次 側 か ら 見 た 励 磁 電 流 が 少 な く な る 領 域 が 発 生 す る こ と を 説 明 す る 一 グ ラ フ 図 で あ る
。
【 図 １ ４ 】 IO型 の コ ア を 用 い た 小 型 コ ア 形 状 の ト ラ ン ス の 構 造 を 示 す 一 例 の ト ラ ン ス 構 造
図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 を 並 列 に 接 続 し た 構 成 の 一 例 を 示 す イ ン バ ー タ 回 路 の 等 価
回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） と 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 と の 間 で 構 成 す る 冷 陰 極
管 負 荷 を 含 ん だ 一 例 の 共 振 回 路 で あ る 。
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【 図 １ ７ 】 二 次 巻 線 に 斜 め 巻 き を 施 し た 構 成 の 一 例 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 11月 7日 (2003.11.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 23日 (2004.8.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 願 ２ ０ ０ ４ － ０ ０ ３ ７ ４ ０ の 利 用 発 明 に か か わ り 、 冷 陰 極 蛍 光 管 、 外 部 電
極 冷 陰 極 管 、 ネ オ ン 灯 な ど の 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 及 び そ れ ら の 放 電 灯 を 多 数 用 い て 発
光 す る 電 力 の 大 き な 面 光 源 装 置 用 イ ン バ ー タ 回 路 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 課 題 に 関 し て は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 多 数 の 冷 陰 極 管 を 安 定 し て 並 列 駆 動
す る 手 法 を 特 願 ２ ０ ０ ４ － ０ ０ ３ ７ ４ ０ と し て 本 発 明 の 発 明 者 が 既 に 提 案 し て お り 、 又 、
外 部 電 極 冷 陰 極 管 （ EEFL） な ど の 並 列 点 灯 可 能 な 冷 陰 極 管 も 提 唱 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 件 に お け る 調 相 現 象 は 、 平 成 ８ 年 度 通 産 省 関 東 通 産 局 の 補 助 研 究 と し て 認 定 さ
れ た 際 に 、 電 子 技 術 総 合 研 究 所 （ 現 、 産 業 技 術 総 合 研 究 所 ） に よ り 「 調 相 型 ト ラ ン ス 」 と
命 名 さ れ て い る も の で あ る 。 こ の よ う な 調 相 現 象 の 結 果 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 二 次 巻 線 の
う ち の 一 次 巻 線 近 傍 の 二 次 巻 線 の 電 流 位 相 は 一 次 巻 線 の 電 流 位 相 と 近 い 関 係 に な り 、 一 次
巻 線 に お い て 発 生 し た 磁 束 の 多 く が 二 次 巻 線 に 貫 入 す る の で 密 結 合 部 を 形 成 す る 。
　 ま た 、 こ の よ う な 構 成 は 二 次 巻 線 の 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsと 二 次 側 の 容 量 成 分
が 共 振 す る 周 波 数 の 近 傍 で 顕 著 に 発 生 し 、 共 振 し な い 場 合 は 発 生 し な い 。
　 従 っ て 、 密 結 合 ・ 疎 結 合 の 構 成 の 発 現 に は 二 次 巻 線 の 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） Lsと
二 次 側 の 容 量 成 分 が 共 振 す る こ と は 必 須 の 要 件 と な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 大 電 力 用 の ト ラ ン ス に お い て は 発 熱 を 低 減 す る た め に 、 銅 損 と コ ア ロ ス を 最 小 限 ま で 減
ら さ な け れ ば な ら な い の で あ る が 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 、 進 行 波 の 速 度 （ 即 ち 自 己 共 振 周
波 数 ） 、 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と い う ３ 条 件 を 同 時 に 満 た す こ と が そ も そ も 難 し い 上 に 、 こ
こ に さ ら に 薄 型 で な け れ ば な ら な い と い う 条 件 が 加 わ る と 、 こ れ ら 全 て の 条 件 を 同 時 に 満
足 す る ト ラ ン ス を 設 計 す る こ と は ま す ま す 困 難 な も の と な る 。
　 一 方 、 複 数 の ト ラ ン ス を 並 列 接 続 す る こ と で 昇 圧 ト ラ ン ス の ハ イ パ ワ ー 化 を 実 現 し よ う
と す る こ と は 従 来 か ら い く つ か 試 み ら れ て い る 。
　 図 １ ８ は 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ８ ０ ９ ７ に 開 示 さ れ る 例 で あ る が 、 パ ル ス 駆 動 さ れ る 放 電
管 の 例 が 示 さ れ て い る 。
こ の 場 合 、 パ ル ス 駆 動 さ れ る 放 電 管 を 駆 動 す る ト ラ ン ス と し て 一 次 巻 線 、 二 次 巻 線 と も 並
列 接 続 す る こ と に よ っ て 大 電 力 の 昇 圧 回 路 を 実 現 し よ う と し て い る が 、 特 に パ ル ス ト ラ ン
ス の 場 合 に お い て は 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス の 値 は 特 に 小 さ な 値 で あ る こ と が 要 求 さ れ る 。 そ
れ は 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 値 が 大 き い と di/dtの 大 き い 急 峻 な パ ル ス が 供 給 で き な い た め で
あ る 。
し か し な が ら 、 一 般 的 に 、 磁 束 漏 れ の ご く 少 な い ト ラ ン ス を 並 列 接 続 し た 場 合 に は 、 ト ラ
ン ス の 個 々 の 特 性 の バ ラ ツ キ に よ り 、 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 相 互 に 電 流 が 流 れ て 効 率 が 悪 化
し た り 、 発 熱 し た り す る こ と が あ る 。 そ の た め 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ８ ０ ９ ７ の 開 示 例 で
は ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 が 有 す る 抵 抗 成 分 を 利 用 し て 、 個 々 の ト ラ ン ス の 間 に 均 等 に 負 荷 が
分 散 さ れ る よ う に し て い る 。
　 す な わ ち 、 こ の よ う な ト ラ ン ス の 並 列 接 続 に お い て は 並 列 接 続 さ せ る た め の リ ア ク タ ン
ス が 必 須 で あ る 。 リ ア ク タ ン ス が 足 り な い と 、 ト ラ ン ス 個 々 に 分 散 さ れ る 負 荷 が 均 等 に な
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ら ず 、 ト ラ ン ス を 多 数 接 続 し た 場 合 に は 一 部 の ト ラ ン ス だ け に 負 荷 が 集 中 す る と い う こ と
に な る 。
　 ま た 、 抵 抗 に よ る リ ア ク タ ン ス を 構 成 し た 場 合 に は ジ ュ ー ル 熱 発 熱 に よ る 効 率 の 低 下 も
考 慮 し な け れ ば な ら な い 。
　 一 方 、 冷 陰 極 管 の 駆 動 の よ う に ４ ０ Ｋ Ｈ ｚ な い し １ ０ ０ Ｋ Ｈ ｚ 程 度 の 正 弦 波 で 駆 動 す る
場 合 に は 並 列 接 続 さ せ る た め の リ ア ク タ ン ス を 得 る た め に は パ ル ス 駆 動 よ り も 大 き な 漏 れ
イ ン ダ ク タ ン ス 値 が 必 要 で あ る 。 従 来 は 、 冷 陰 極 管 を 駆 動 す る 場 合 に は バ ラ ス ト 用 の リ ア
ク タ ン ス と し て 直 列 に バ ラ ス ト コ ン デ ン サ を 使 用 す る こ と が 多 か っ た が 、 こ の 場 合 の 昇 圧
ト ラ ン ス に お い て 特 許 第 ２ ７ ３ ３ ８ １ ７ 号 の よ う な 二 次 側 回 路 の 共 振 は 用 い な い 。 こ の よ
う な 場 合 に 用 い ら れ る ト ラ ン ス は 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス 値 の 小 さ な ト ラ ン ス で あ り 、 も と よ
り 並 列 接 続 に は 適 さ な い と と も に 、 共 振 さ せ な い 場 合 の ト ラ ン ス は 変 成 比 が そ の ま ま 昇 圧
比 に 反 映 さ れ る た め 、 並 列 接 続 す る た め に は バ ラ ツ キ が な い よ う に 昇 圧 比 を 厳 格 に 管 理 し
な け れ ば な ら な か っ た 。
　 図 １ ９ は 特 開 平 １ ０ － ９ ２ ５ ８ ９ 号 に 開 示 さ れ る 並 列 接 続 の 例 で あ る が 、 こ の 場 合 は 漏
れ イ ン ダ ク タ ン ス の 値 が 小 さ な ト ラ ン ス で あ り 、 ま た 、 二 次 側 回 路 を 共 振 さ せ て い な い 。
こ の 場 合 、 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 同 士 を 並 列 接 続 し た 場 合 に は 相 互 に 流 れ る 電 流 が 多 く な り
発 熱 す る こ と が あ る 。
　 従 っ て 、 こ の よ う に 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス の 少 な い ト ラ ン ス に よ っ て 並 列 接 続 の 構 成 を 得
る た め に は 、 図 ２ ０ の よ う に バ ラ ス ト コ ン デ ン サ を 介 し て か ら 並 列 接 続 さ れ な け れ ば 実 用
的 な イ ン バ ー タ 回 路 は 難 し い と 考 え ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ３ ３ ８ １ ７ 号 特 許 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ８ ０ ９ ７ 公 開 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ９ ２ ５ ８ ９ 号 公 開 公 報
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 小 型 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て 実 現 さ れ て い た 、 漏 洩 磁 束 型 ト ラ ン ス の 二 次 側 回 路
を 分 布 定 数 性 の 給 電 回 路 と し 、 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 と 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス と の 間 で 共 振
回 路 を 構 成 す る こ と に よ っ て 高 効 率 を 得 て い た 手 法 を 、 大 電 力 の 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路
に お い て も ト ラ ン ス の 発 熱 が 少 な い と い う 効 果 を 維 持 し た ま ま 実 現 し よ う と す る も の で あ
る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 分 布 定 数 性 の 二 次 巻 線 を 伝 送 路 と 見 な し た 場 合 、 デ ィ レ イ ラ イ ン の 反 射 な ど で 知
ら れ る よ う に 、 伝 送 路 の 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と 終 端 負 荷 と を 整 合 さ せ な い 場 合 に は 反 射 が
起 こ り 、 定 在 波 が 発 生 す る 。 こ の 定 在 波 は コ ア ロ ス の 平 均 化 に は 有 害 で あ る か ら 極 力 減 ら
す べ き で あ る 。 こ の 場 合 、 分 布 定 数 性 二 次 巻 線 の 特 性 イ ン ピ ー ダ ン ス と 負 荷 の イ ン ピ ー ダ
ン ス を 均 し く す る こ と に よ り 反 射 波 が な く な り 、 均 等 な Phase-Shift（ 調 相 ） 現 象 が 生 じ
る の で 理 想 的 な 密 結 合 /疎 結 合 の 構 成 が 得 ら れ る 。
　 ま た 、 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 と 一 次 巻 線 と の 関 係 に お い て 、 近 傍 部 と 遠 端 部 と を 構 成 す る
こ と に よ り 、 発 生 す る 進 行 波 が 近 傍 部 か ら 遠 端 部 へ と 進 行 す る よ う に な り 、 一 次 巻 線 か ら
発 生 す る 磁 束 が 遠 端 部 か ら 近 傍 部 へ 進 む 成 分 を 少 な く し て 定 在 波 の 発 生 を 極 力 防 ぐ こ と は
有 効 で あ る 。
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【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 更 に 又 、 本 発 明 と 特 願 ２ ０ ０ ４ － ０ ０ ３ ７ ４ ０ と 組 み 合 わ せ た 場 合 、 放 電 管 の 本 数 と 使
用 さ れ る ト ラ ン ス の 数 と の 関 係 は 比 例 す れ ば 良 く 、 従 来 の よ う に 、 一 つ の ト ラ ン ス に 対 し
て 割 り 当 て ら れ る 放 電 管 の 本 数 が 限 定 さ れ る と い う 問 題 も な く な っ た 。 つ ま り 、 例 え ば 、
ト ラ ン ス ５ 個 に 対 し て 放 電 管 １ ２ 本 と い う 割 り 切 れ な い 関 係 で あ っ て も 良 く な る と い う こ
と で あ る の で 、 ト ラ ン ス の 選 択 の 自 由 度 が 大 き く な っ た 。 こ の こ と は 、 面 光 源 の 種 類 や 使
わ れ る 放 電 管 の 性 質 ご と に 最 適 化 さ れ た 新 た な ト ラ ン ス の 開 発 が 必 要 に な っ て い た 従 来 の
イ ン バ ー タ 回 路 の 設 計 事 情 と は 異 な り 、 新 た な 設 計 が ほ と ん ど 必 要 な く 、 ま た 、 従 来 、 ノ
ー ト 型 パ ソ コ ン 用 や 液 晶 モ ニ タ 用 な ど で 多 用 さ れ て い た ト ラ ン ス の ボ ビ ン の 中 で 比 較 的 セ
ク シ ョ ン 数 の 少 な い ボ ビ ン を そ の ま ま 用 い て 従 来 よ り も 細 い 線 を 多 数 巻 き 上 げ る 改 良 を 行
い 、 巻 線 パ ラ メ ー タ を 再 調 整 す る だ け で 相 当 数 の 従 来 型 ボ ビ ン が 本 発 明 の ト ラ ン ス 用 と し
て 利 用 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。 こ の 場 合 、 外 観 上 は ほ と ん ど 変 わ ら な い も の の 全
く 異 な っ た 性 質 の ト ラ ン ス に な る こ と は 言 う ま で も な い 。
　 従 っ て 、 従 来 の 資 源 を そ の ま ま 生 か し て 大 電 力 用 の イ ン バ ー タ 回 路 が 実 現 で き る の で 、
ほ と ん ど の ケ ー ス に お い て 開 発 費 が 不 要 ま た は 小 額 と な っ た 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 冷 陰 極 管 二 本 あ た り 一 つ の 小 型 漏 洩 磁 束 型 ト ラ ン ス を 配 置 し た 一 例 を 示 す
多 灯 面 光 源 用 の イ ン バ ー タ 回 路 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 多 数 の 冷 陰 極 管 を 並 列 駆 動 す る 一 例 を 示 す 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ト ラ ン ス の 巻 線 の 分 布 容 量 の 一 例 を 説 明 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 際 の 冷 陰 極 管 用 の 昇 圧 ト ラ ン ス に お い て 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 か ら 遠 い
部 分 へ と 向 か っ て 信 号 の 遅 延 現 象 が 発 生 す る い わ ゆ る Phase-Shift或 い は 調 相 の 現 象 を 示
す た め の 信 号 検 出 位 置 の 一 例 を 示 す 構 成 の 斜 視 見 取 り 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 際 の 冷 陰 極 管 用 の 昇 圧 ト ラ ン ス に お い て 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 か ら 遠 い
部 分 へ と 向 か っ て 信 号 の 遅 延 現 象 が 発 生 す る い わ ゆ る Phase-Shift或 い は 調 相 の 現 象 を 示
す た め の 信 号 検 出 位 置 の 一 例 を 示 す 構 成 の 平 面 見 取 り 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 際 の 冷 陰 極 管 用 の 昇 圧 ト ラ ン ス に お い て 、 二 次 巻 線 の う ち の 一 次 巻 線 か ら 遠 い
部 分 へ と 向 か っ て 信 号 の 遅 延 現 象 が 発 生 す る い わ ゆ る Phase-Shift或 い は 調 相 の 現 象 の 一
例 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 調 相 現 象 の 結 果 、 一 次 巻 線 に お い て 発 生 し た 磁 束 の 多 く が 二 次 巻 線 に 貫 入 す る こ
と に よ っ て 密 結 合 部 を 形 成 す る 一 例 を 示 す 調 相 型 ト ラ ン ス の 磁 束 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の ト ラ ン ス の 主 磁 束 と 漏 れ 磁 束 を 示 す 磁 束 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 イ ン バ ー タ 回 路 の ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 に 生 じ る 進 行 波 の 1/4波 長 と 二 次 巻 線 ボ
ビ ン の 物 理 的 な 長 さ の 一 致 し た と き に 生 じ る 共 振 現 象 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 放 電 管 用 イ ン バ ー タ 回 路 に お い て 、 昇 圧 ト ラ ン ス の 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 は 、
二 次 巻 線 に 生 じ る 寄 生 容 量 Cwと 、 配 線 や 分 流 回 路 と 放 電 管 周 辺 に 生 じ る 寄 生 容 量 Csに 加 え
て 、 補 助 的 に 加 え ら れ た 補 助 容 量 Caの 合 計 値 で あ り 、 こ れ ら の 容 量 成 分 と 並 列 に 放 電 負 荷
Rが 接 続 さ れ 、 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス Lsと の 間 で 共 振 回 路 を 構 成 し て い る こ と を 説 明 す る た
め の 一 例 を 示 す 等 価 回 路 図 で あ る 。
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【 図 １ ２ 】 ト ラ ン ス の ３ 端 子 等 価 回 路 を 含 む 共 振 回 路 を 構 成 し 、 ト ラ ン ス 一 次 巻 線 の 励 磁
電 流 が 減 り 、 銅 損 が 減 る こ と か ら イ ン バ ー タ 回 路 の 変 換 効 率 が 向 上 す る こ と を 説 明 す る た
め の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 上 の グ ラ フ は 、 横 軸 に 周 波 数 で あ り 、 縦 軸 に ア ド ミ タ ン ス を と っ た も の で あ る
。 下 の グ ラ フ は 、 横 軸 に 周 波 数 で あ り 、 縦 軸 に 電 圧 － 電 流 間 の 位 相 差 を と っ た も の で あ る
。 抵 抗 Ｒ の 値 を い ろ い ろ と 変 え て 試 す と 、 励 磁 電 流 が 少 な く な っ て 力 率 が 改 善 す る 結 果 、
そ の 共 振 周 波 数 付 近 の 周 波 数 に お い て 、 イ ン バ ー タ 回 路 を 動 作 さ せ る こ と に よ っ て ト ラ ン
ス 一 次 側 か ら 見 た 励 磁 電 流 が 少 な く な る 領 域 が 発 生 す る こ と を 説 明 す る 一 グ ラ フ 図 で あ る
。
【 図 １ ４ 】 IO型 の コ ア を 用 い た 小 型 コ ア 形 状 の ト ラ ン ス の 構 造 を 示 す 一 例 の ト ラ ン ス 構 造
図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 ト ラ ン ス の 二 次 巻 線 を 並 列 に 接 続 し た 構 成 の 一 例 を 示 す イ ン バ ー タ 回 路 の 等 価
回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 漏 れ イ ン ダ ク タ ン ス （ JIS） と 二 次 側 回 路 の 容 量 成 分 と の 間 で 構 成 す る 冷 陰 極
管 負 荷 を 含 ん だ 一 例 の 共 振 回 路 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 二 次 巻 線 に 斜 め 巻 き を 施 し た 構 成 の 一 例 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ８ ０ ９ ７ に 開 示 さ れ る パ ル ス 駆 動 さ れ る 放 電 管 の 例 を 示 す
回 路 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 特 開 平 １ ０ － ９ ２ ５ ８ ９ 号 に 開 示 さ れ る 並 列 接 続 の 例 を 示 す 回 路 構 成 図 で あ る
。
【 図 ２ ０ 】 バ ラ ス ト コ ン デ ン サ を 介 し て か ら 並 列 接 続 さ せ た 例 の イ ン バ ー タ 回 路 構 成 図 で
あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ８
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ９
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】

(20) JP 2005-129422 A 2005.5.19



【 図 １ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２ ０
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ２ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2005-129422 A 2005.5.19



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 3K072 AA01  AB02  AB07  AC01  BA05  BB01  BC01  CA16  DA06  DD06 
　　　　 　　        GB01 
　　　　 　　  5H007 AA07  BB03  CC32  HA01 

(22) JP 2005-129422 A 2005.5.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

